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教育活動プラン③『かかわり方を身に付ける』 

「みんなで決めたのに、

自分はしたくないと言っ

て協力してくれない。」

「試合中、ルールでもめ

て、自分の言い分が通ら

ないと、みんなを傷つけ

るようなことを言う。」

児童から、こんな嘆き

がよく聞かれます。

学校生活をしていると、

集団や相手の意向が自分

の願いや考えと一致しな

いこともあります。そん

なときに集団の意向を尊

重し協力したり、双方の

願いを理解した上で折り

合いをつけたりすること

の大切さを学びとらさな

ければなりません。

○学級活動「(1)学級や学校の生活づくり」での、集団討議における折り合いによる集団決定

や、集団決定したことを基に全員で協力して目標の実現を目指す活動の充実を図る 

○代表委員会で学校生活に関する諸問題について話し合い、決定事項について全校児童が集

団の一員として取り組むような活動を活性化する 

 

２ 集団の一員としての在り方、折り合うことの大切さを教える

実践事例①：学級活動の話合い活動を充実させる 

この学校では、全学級が月１回は必ず学級会（話合い活動）を行っており、みんなで決めるこ

との大切さを学ばせるために次のような工夫をしています。 

◆低学年

交代で司会を経験。提案者がみんなに提案を

投げかけ、みんながたずねる場面を重視。 

◆中学年

計画委員会の活動を充実。多数決による決定

事項を試行し再度話し合う過程を重視。

◆高学年

学校生活の課題を設定。自分の考えカードの

交流や少数意見を全員で検討する過程を重視。

特別活動の目標と生徒指導

(2) 集団生活の中でよりよい人間関係を築き、それぞれが個性や

自己の能力を生かし、互いの人格を尊重し合って生きることの

大切さを学ぶ 
現実の集団生活の場においては、個々の人格が軽視されたり、無視

されたりすることがあり、誤解や対立が生じるものです。しかし、本来、ど

のような集団であってもそのようなことがあってはなりません。

特別活動では、多様な集団が編成され各種の集団活動が行われま

す。それらの集団活動では、学級・ホームルームにおいて日々生活や学

習を共にする同年齢の児童生徒の人間関係、学級・ホームルームを離

れた同年齢の人間関係、異年齢の集団活動を行う際の人間関係など、

実に様々な人間関係の中で、児童生徒どうしが協力し合って生活づくり

や生活問題の解決に取り組んだり、生活や学習への適応などに関する

学習に取り組んだりします。

そうした集団活動における協力し合う過程で互いの理解が深まり人間

関係が結ばれ豊かに広がっていくものです。 

児童生徒は望ましい集団活動の場においてこそ、それぞれが個性を

生かし、持てる能力を発揮して協働できるのであり、互いの人格を尊重

し合って生きることの大切さを学びながら社会的に自立し人間的成長を

図っていくものです。 （生徒指導提要より） 

【具体的な実践事例】
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効果を上げるためのチェックポイント

○ 集団決定の重さを理解させる 

「みんなで決めたこと」は全員がやりたいことではありません。やりたくない友達もいる

こと、それでも決めたことだからとみんなががんばっていることを、集団の一人一人が理解

しておく必要があります。

「今回は、自分の意見は取り入れてもらえなかった。でも、みんなが言っていることに納

得できたから、みんなで決めたことには気持ちよく従わなければいけない。私も協力して、

目標を達成するぞ。」児童一人一人がそう思えるように指導・支援することが大切です。 

実践事例②：学校生活の課題を代表委員会で話し合う

ある学校では、異学年活動の充実を図ることにより、人間関係を築く力や集団の一員として

の自覚をもって行動する力などをはぐくんでいます。低学年から提案された学校生活の課題に

ついても、代表委員会での話合い活動を通して、異学年の児童で構成している「ふれあい班」

の活動によって解決しています。

（実践例） 

ふれあい班での掃除 

（良い点）

・ふれあい班がもっと仲良くなれそうだ

・一緒にすると、楽しめそうだ

・掃除を上級生に教えてもらえそうだ

（問題点）

・もともと掃除場所や分担は決まっているの

だから、２年生ががんばるべきでは？

・ふれあい活動として成り立つの？

ふれあい班での話合い 

僕たちが掃除している階段は、給食の運搬の後の汚れがついてとても大変です。

「ふれあい班で掃除してみたらいいのでは？」 

運営委員会

２年生

学級・代表委員会

（問題点）を話し合った結果、ふれあい班で掃除することに決定

学級・ふれあい班

掃除の仕方や道具の工夫について話し合う

代表委員会

みんなが楽しくがんばれる掃除の仕方や、道具の工夫について話

し合う

代表委員会からのたより 

代表委員会での話合い 

各学級やふれあい班の話合いでは、多様な意見が出ます。

代表委員会では、それらを代表者が主張するので、運営委員も

まとめるのが大変でしたが、最終的には全員が納得して決定でき

ました。掃除当日は、どの班も全校の目標や約束に向けてがんば

り、各班、ひいては全校児童の連帯感が高まりました。
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